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ーションの既往のない左房起源 MRAT と診断されたのは 6 例（男性 3 例・女性 3 例、平均
年齢 76±6 歳）で、6 例中 5 例で心房細動を合併し 4 例は抗不整脈薬を投与中であり、左
房径 44±9mm, 左房容積 159±42mm と左房は拡大傾向にあった。左房前壁には瘢痕領域を
有し、僧帽弁輪との間に峡部を認めた。興奮旋回路は僧帽弁輪を旋回する回路と左房前壁
の瘢痕領域の周囲を旋回する回路を同時に旋回する 8 の字型頻拍を呈していた。前壁峡部
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